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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　2020年３月期第１四半期の決算作業の過程におきまして、第148期（平成19年３月期）の持分法適用関連会社である

昌栄印刷株式会社（以下、昌栄印刷）の持分変動に係る必要な連結上の会計処理を行っていないことが判明いたしまし

た。

　平成19年３月に昌栄印刷の株式を保有する連結子会社を当社が100％子会社化したことにより、当社における昌栄印

刷の間接所有割合が増加し、連結上の昌栄印刷の持分が変動いたしましたが、当該持分変動に係る連結上の会計処理が

行われておりませんでした。

　当該持分変動に係る連結上の会計処理を第148期（平成19年３月期）に遡って行った結果、平成29年２月13日に提出

した第158期第３四半期（自　平成28年10月１日　至　平成28年12月31日）に係る四半期報告書の記載事項の一部に訂

正すべき事項が生じましたので、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、EY新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、そ

の四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　（訂正前）

回次
第157期
第３四半期
連結累計期間

第158期
第３四半期
連結累計期間

第157期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （百万円） 25,045 23,557 33,502

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △100 91 △18

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
（百万円） △342 △283 △929

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △278 △351 △1,519

純資産額 （百万円） 13,565 11,882 12,495

総資産額 （百万円） 39,760 38,561 39,399

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）
（円） △6.71 △5.56 △18.23

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.7 27.0 27.9

（後略）

 

　　（訂正後）

回次
第157期
第３四半期
連結累計期間

第158期
第３四半期
連結累計期間

第157期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （百万円） 25,045 23,557 33,502

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △100 91 △18

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
（百万円） △342 △283 △929

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △278 △351 △1,519

純資産額 （百万円） 13,784 12,101 12,714

総資産額 （百万円） 39,979 38,780 39,618

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）
（円） △6.71 △5.56 △18.23

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.1 27.4 28.3

（後略）

 

EDINET提出書類

株式会社巴川製紙所(E00650)

訂正四半期報告書

 3/10



第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　（訂正前）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、38,561百万円で、前連結会計年度末に比べ837百万円の減

少となりました。流動資産は20,043百万円で、前連結会計年度末に比べ314百万円の減少となり、その主な要因

は原材料及び貯蔵品が増加したものの、現金及び預金や受取手形及び売掛金が減少したことなどによるもので

す。固定資産は18,517百万円で、前連結会計年度末に比べ523百万円の減少となり、その主な要因は償却による

有形固定資産の減少があったことなどによるものです。

負債合計は、26,679百万円で、前連結会計年度末に比べ224百万円の減少となりました。流動負債は16,518百

万円で、前連結会計年度末に比べ677百万円の減少となり、その主な要因は短期借入金や賞与引当金の減少が

あったことなどによるものです。固定負債は10,161百万円で、前連結会計年度末に比べ453百万円の増加とな

り、その主な要因は長期借入金やその他固定負債が増加したことなどによるものです。なお、当第３四半期連結

会計期間末における有利子負債残高は、14,099百万円と、前連結会計年度末に比べ69百万円の減少となりまし

た。

また、純資産は、11,882百万円で、前連結会計年度末に比べ613百万円の減少となりました。

 

　　（訂正後）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、38,780百万円で、前連結会計年度末に比べ837百万円の減

少となりました。流動資産は20,043百万円で、前連結会計年度末に比べ314百万円の減少となり、その主な要因

は原材料及び貯蔵品が増加したものの、現金及び預金や受取手形及び売掛金が減少したことなどによるもので

す。固定資産は18,736百万円で、前連結会計年度末に比べ523百万円の減少となり、その主な要因は償却による

有形固定資産の減少があったことなどによるものです。

負債合計は、26,679百万円で、前連結会計年度末に比べ224百万円の減少となりました。流動負債は16,518百

万円で、前連結会計年度末に比べ677百万円の減少となり、その主な要因は短期借入金や賞与引当金の減少が

あったことなどによるものです。固定負債は10,161百万円で、前連結会計年度末に比べ453百万円の増加とな

り、その主な要因は長期借入金やその他固定負債が増加したことなどによるものです。なお、当第３四半期連結

会計期間末における有利子負債残高は、14,099百万円と、前連結会計年度末に比べ69百万円の減少となりまし

た。

また、純資産は、12,101百万円で、前連結会計年度末に比べ613百万円の減少となりました。
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第４【経理の状況】

２．監査証明について
　　（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

　　（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,158 2,668

受取手形及び売掛金 7,368 7,130

製品 6,390 6,563

仕掛品 64 66

原材料及び貯蔵品 1,808 2,169

その他 1,576 1,451

貸倒引当金 △7 △7

流動資産合計 20,358 20,043

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,711 5,402

機械装置及び運搬具（純額） 4,116 3,981

その他（純額） 4,761 4,477

有形固定資産合計 14,589 13,860

無形固定資産 306 261

投資その他の資産   

その他 ※２ 4,162 4,413

貸倒引当金 △17 △18

投資その他の資産合計 4,145 4,395

固定資産合計 19,041 18,517

資産合計 39,399 38,561

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,871 5,776

短期借入金 ※２,※３,※４ 5,925 ※３,※４ 5,670

1年内返済予定の長期借入金 2,089 2,113

未払法人税等 70 80

賞与引当金 388 125

その他 2,850 2,751

流動負債合計 17,195 16,518

固定負債   

長期借入金 6,154 6,314

退職給付に係る負債 2,954 3,051

役員退職慰労引当金 182 175

その他 416 620

固定負債合計 9,708 10,161

負債合計 26,903 26,679
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,894 2,894

資本剰余金 3,582 3,582

利益剰余金 4,881 4,340

自己株式 △323 △323

株主資本合計 11,035 10,494

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 190 367

繰延ヘッジ損益 △10 △14

為替換算調整勘定 156 △245

退職給付に係る調整累計額 △393 △195

その他の包括利益累計額合計 △56 △87

非支配株主持分 1,517 1,476

純資産合計 12,495 11,882

負債純資産合計 39,399 38,561
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　　（訂正後）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,158 2,668

受取手形及び売掛金 7,368 7,130

製品 6,390 6,563

仕掛品 64 66

原材料及び貯蔵品 1,808 2,169

その他 1,576 1,451

貸倒引当金 △7 △7

流動資産合計 20,358 20,043

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,711 5,402

機械装置及び運搬具（純額） 4,116 3,981

その他（純額） 4,761 4,477

有形固定資産合計 14,589 13,860

無形固定資産 306 261

投資その他の資産   

その他 ※２ 4,381 4,632

貸倒引当金 △17 △18

投資その他の資産合計 4,364 4,614

固定資産合計 19,259 18,736

資産合計 39,618 38,780

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,871 5,776

短期借入金 ※２,※３,※４ 5,925 ※３,※４ 5,670

1年内返済予定の長期借入金 2,089 2,113

未払法人税等 70 80

賞与引当金 388 125

その他 2,850 2,751

流動負債合計 17,195 16,518

固定負債   

長期借入金 6,154 6,314

退職給付に係る負債 2,954 3,051

役員退職慰労引当金 182 175

その他 416 620

固定負債合計 9,708 10,161

負債合計 26,903 26,679

 

EDINET提出書類

株式会社巴川製紙所(E00650)

訂正四半期報告書

 8/10



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,894 2,894

資本剰余金 3,582 3,582

利益剰余金 5,086 4,545

自己株式 △330 △330

株主資本合計 11,233 10,692

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 211 387

繰延ヘッジ損益 △10 △14

為替換算調整勘定 156 △245

退職給付に係る調整累計額 △393 △195

その他の包括利益累計額合計 △36 △67

非支配株主持分 1,517 1,476

純資産合計 12,714 12,101

負債純資産合計 39,618 38,780
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
   2019年８月８日
     

株式会社巴川製紙所     

取締役会　御中     

   
     
 EY新日本有限責任監査法人
     

     

     

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 須 山 誠 一 郎 印

     

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 角 田 大 輔 印

     
 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社巴
川製紙所の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１
日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る
訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連
結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対
する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準
に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される
質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と
認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社巴川製紙所及び連結子会社の平成28年12月31日現在
の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
その他の事項
　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。な
お、当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成29年２月13日に四半期レビュー報告書を提出した。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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